
行政コスト計算書（平成15年度） （単位　千円） バランスシート（平成15年度末現在） （単位　千円）

総額 構成比

人件費 51,529 15.7% 資　産 負　債

退職給与引当金繰入 35,711 10.9%

計 87,240 26.6%

物件費 89,397 27.1%

維持補修費 2,572 0.8%

減価償却費 100,332 30.5%

計 192,301 58.4%

公債費利子 48,987 14.9% 計 5,957,851 計 5,957,851

その他 226 0.1%

計 49,213 15.0%

合　　　計 328,754 100.0%

（単位　千円）

収入 利用料等収入 25,664 7.8%

（15年度） その他収入 164 0.0%

一般財源 302,926 92.1%

利用状況等 利用者負担(利用料金)等

13年度 14年度 15年度 会議室（午後） 6,800円

192,946 206,565 193,773 特別会議室（午後） 29,200円

62,998 68,627 70,887 多目的ホール（平日午後） 27,500円

福井県国際交流会館

貸館・貸室

4,665,0010流動資産 正味資産

物にかか
るコスト

福井県における国際交流活動を推進し、世界に開かれた地域社会の実現を
図る。

福井市宝永３丁目１－１

管理運営担当職員数

利用者数（人）

うち情報相談コーナー利用者数

所　 在 　地

設置年月日

施設の種類

設置の目的

利用者１人あたりのコストの状況（15年度）

概　　　　 要
（構造、面積、主な機能）

構造、面積：ＳＲＣ、地上３階、地下１階、敷地面積4453.19㎡、延床面積6449.90㎡
主な機能：多目的ホール、旅券室、情報相談コーナー、会議室、研修室、特別会議室

県派遣職員２人、団体職員４人、アルバイト１人　計７人

25,664,000 円 

132 円 

1,697 円 

利用料等収入計

人にかか
るコスト

その他

借方

①国際交流に関するイベントや会議に積極的に会場を貸し出すことにより、県民による活動の
促進を図り、福井県における多文化共生社会づくりに向けた国際理解・協力の推進に貢献して
いる。

②外国人のための日本語のプライベートレッスンを行うボランティア（約195名）の大部分が当
会館の語学研修室を利用しており、活動の拠点となっている。

③情報相談コーナーでは、海外情報、日本語教育、語学学習、留学、国際交流・協力などに関
する日本語と外国語の図書を６，６９１冊配架しており、貸出しや閲覧をすることができる。小中
学生等が総合学習で外国のことについて調査する際に情報コーナーを利用している。コーナー
に配置されている国際交流員等の外国人と直接触れ合うこともでき、国際的視野で考え行動
する世代を育てることに貢献している。

④常備している外国語雑誌や新聞を閲覧に来る外国人は多く、県内で暮らす外国人にとって
母国の情報が得られる数少ない場所の１つとなっている。

⑤情報相談コーナーの掲示板では、外国人同士の生活情報、国際交流イベント情報、日本人
と外国人とがお互いに語学を教え合うランゲージ・エクスチェンジなど様々な情報が貼り出さ
れ、情報交換の場を提供している。

⑥旅券室では、海外渡航に必要なパスポートの発給事務を行うとともに、海外における治安な
どの渡航情報を提供している。

今後の事業方
針・取組み内容

①平成16年度中に情報相談コーナーの図書をデータベース化し、図書の検索等について利便
性の向上を図る。

②多様な国籍の来館者に適切に対応できるよう、マナー研修、語学研修を行うなど職員の資
質向上に努める。

平成８年１０月５日

施設管理主体 （財）福井県国際交流協会

固定負債 878,859

施設使用
料

利用者1人あたり平均利用料

利用者1人あたりコスト

有形固定
資      産

5,957,851

投 資 等 0

平成15年度の
活動実績

①「福井国際フェスティバル」、「魯迅展（浙江省友好提携１０周年記念）」、「ユネスコまつり」な
ど県内で開催される国際交流・協力に関するイベントや会議の多くが当会館で開催された。

②平成１５年度の利用者に占める外国人の割合は全体の１４．８％の２８，７６４人であり、県内
在住外国人１３，３１８人の２倍以上となった。

③情報相談コーナーでの１５年度の図書貸出し数は2,749冊。この他外国語新聞１６紙、外国語
雑誌３６誌を常備し閲覧用に提供している。１５年度からは国際協力プラザコーナーを設置し、
国際協力に関する情報の提供を強化した。

④日本人の方からの留学、語学学習、国際交流・協力等に関する相談や外国人の方からの日
本での暮らしに関する相談等に対応しており、15年度に受けた相談件数は2,900件、前年度比
100.9％となっている。

⑤15年度より、毎週月曜日は閉所となっていた情報相談コーナーを第2月曜日については開所
することとし、利便性の向上に努めている。

施設の特徴

413,991

貸方

流動負債

利用者負担, 132 県負担等, 1,565
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